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(4)「学校の怪談」の現状を知る手がかりとなるような先行研究がほとんどないため、本調査は「学校

の怪談」に関する受容の実態把握に留まることは否めない。本調査は、辻他(1987)の言うとこ

ろの事実発見型の調査であり、今後のより発展的な研究の足がかりとして位置づけられよう。

(5)「トイレの花子さん」は学校のトイレに入って個室の前で名前を呼ぶと返事が返ってくるという声

の「妖怪」である。「口裂け女」はマスクをかけた女性が「私、きれい？」と話しかけ、マスクを

はずすと口が耳まで裂けているという「妖怪」である。場合によっては鎌を持って追いかけられた

りもするという。

(6)「おもしろい」と「こわい」は非常に密接な関係にあり、単純にそれぞれを正と負の感情とするこ

とは適切ではないかもしれない。しかし、それぞれの印象の相関を見ることで、これらの印象の項

目の位置関係が明らかになる。

(7)2005年度の修士論文執筆にあたり、同年に中国･四国地方の5つの4年制大学で行った調査による。

(8)山田(1994)は､作品から教訓を得ようとする読み取りを「倫理型」と命名している。本調査では、

山田(1994)の言う「倫理型」の読み取りを指す用語として、「教訓」とする。

(9)性別の読み取りは紙面上の都合により割愛するが、おおむね男子よりも女子の方が「妖怪」に対し

負の印象を持っていた。性別による読み取りの差異も、学校におけるジェンダーの役割を解明する

ための重要な要素だと考えられるため、別の機会に詳しく分析したい。

00）本稿では、カイ2乗検定の結果、有意差がみられた結果のみを表にまとめている。

(11)「誰かに話をしてこわがらせることができる」「こわくて自分の体がゾクゾクする」「『お化けなんて

こわくない』と勇気があるところを人にみせることができる」「本当にあるかどうかわからなくて

ふしぎだ」「ともだちとわいわいさわげる」「お化けの話は元気がでる」「お化けの話は気分がスッ

とする」「お化けの話は作り話だ」「お化けの話は役に立つ」「お化けの話はくだらない」「できれば

聞きたくない」「一人で聞くのはいやだ」「聞いたお化けの話は誰かに話したくなる」「その他」提

示した項目は以上の14項目である。

(12)児童の嗜好の調査では「次のなかからあなたが好きだと思うことすべてに○をしてください」と指

示し、「塾や家で勉強をする」「塾以外の習い事をする」「テレビゲームをする」「テレビをみる」「マ

ンガを読む」「本を読む」「インターネットをする」「両親など家族と話をする」「ともだちとあそぶ」

「ゆうれいの話をする」「きもだめしをする」「こわい小説・マンガを読む」「宇宙人などのふしぎな

話を聞く」「昔話や伝説を聞く」「占いをみる」「その他」の16項目から複数回答してもらった。
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【資料11

テケテケ
うちの学校には「テケテケ」という不思議な話がつたわっています。

学校か ら帰る途中、 寄り道をして~いて①A子さんは、 帰りがとてもおそくなって いました
7

こ、＝4ﾕJｰ『し『ー､』~』ハグザーグ"『脚一一一J,閨ノー生し、w~L,ﾉr〃ノダゾ－LgqソL,､の〆、画一‐し"＝◎ｰ

ころが、学校に宿題のプリントを忘れたことに気がつきました。外はすっかり暗くなっていたので、

急いで学校にもと､､り、自分の教室に行きました。

ろうかから教室のなかのようすをうかがうと、まっ暗ななかに女の子がいるようなので声をかけ

ましたカベ返事はありません。

いたのです。A子さんはびっ

②よくみるとその子は、腰から下がなく上半身だけでうでをくんで

くりして「キャーッ」といって走って逃げました。走りながらうしろ

③その子は、うでをくんだままひじを使をふりかえると、 って前へ進み、 ものすごいスピードで迫

いかけてきます。

その女の子はテケテケという妖怪でした。

A子さんはあせって階段をかけおり、校舎をとびだしました。ノーつかまって~はいけないJと、A子

さんはふりむかずに必死で走って、ようやく家にたと､､りつきました。

④A子さんは とを両親に 信じ まくれず、 相手ノ追い力 話しテケテケに 』けられたこ ましたが、
p一

Ｉ
》

（ 」

今日出会ったテケテケのことを思い出し、 怖くもしてもらえません。6)夜ベッドに入ってからも

て眠れませんでした。

つぎの朝､A子さんはいつものように学校へ行こうと、家を出ました。 ⑥学校へ向かう途中の道で、

A子さんはおどろいてまっ青になり、学校まで走っていきテケテケがA子さんをまっていました。

ました。テケテケもA子さんのあとを追ってきます。

A子さんは学校へつくと、トイレのいちばんおくへにげこみました。 ⑦するとテケテケは、手前
「

の戸から順番ノ 「
いな－い」といって閉め つぎをあけて て閉めこあけては いな－いノといつは

A子さんはrもうだめだ」と思っていましたが、A子さんのどんA子さんに近づいてきます。ど‘ん

いる個室の戸はいつまでたってもあきません。
丁 左迩と顔をあげると、戸の上からテケテケがのぞいてい子ノ もうだいと､ょうぶ7ぎ､ノと思い、ｰ嵯､､ナニ、，L田）、卜し奉起土ノヂ･芝⑱)A ま 凸hve℃ご工巳

ました。⑨ヱケテケは、
いました。⑩目を覚まし

A子さんはあまりの恐怖に気を失ってしま/つめをくれ一／といい 士ノ圭去．い'－

てトイレにたおれていたそうですたときには つめをはがされ
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